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新
義
真
言
教
学
に
お
け
る
伝
統
に
つ
い
て

―
「
即
事
而
真
」
な
る
算
題
を
め
ぐ
っ
て
―

小

林

靖

典

は
じ
め
に

　

現
在
、
智
山
伝
法
院
で
は
「
伝
統
の
創
造
―
真
言
密
教
の
実
践
的
展
開
―
」
を
総
合
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
研
究
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
、
各
研
究
員
に
お
い
て
一
定
の
研
究
成
果
を
修
め
て
い
る
。
た
だ
私
自
身
、
改
め
て
新
義
真
言
宗
の
伝
統
と
は
何

か
と
自
問
し
た
と
き
、
そ
れ
が
如
何
な
る
も
の
な
の
か
を
、
確
信
を
も
っ
て
言
え
る
状
況
に
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
本
年
度
の
冬
報
恩
講
の
算
題
に
用
い
ら
れ
た
「
即
事
而
真
」
な
る
算
題
を
め
ぐ
っ
て
、
新
義
真
言
宗
に
お
け

る
《
伝
統
》
と
は
如
何
な
る
も
の
な
の
か
を
、
今
一
度
、
改
め
て
そ
の
一
端
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ

り
《
伝
統
の
創
造
》
と
い
う
総
合
テ
ー
マ
に
資
す
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
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一
、「
即
事
而
真
」
の
算
題
を
め
ぐ
っ
て

　

さ
て
「
即
事
而
真
」
な
る
算
題
は
、『
大
日
経
』
の
経
題
に
あ
る
「
神
変
加
持
」
を
『
大
日
経
疏
』
に
釈
し
て
、

然
も
是
の
自
証
の
三
菩
提
は
、
一
切
の
心
地
を
出
過
し
て
現
に
諸
法
本
初
不
生
を
覚
る
。
是
の
處
は
言
語
尽
竟
し
て
心
行
も
ま

た
寂
な
り
。
若
し
如
来
威
神
力
を
離
ん
ぬ
れ
ば
、
即
ち
十
地
の
菩
薩
な
り
と
雖
も
、
尚
お
其
の
境
界
に
非
ず
。
況
ん
や
余
の
生

死
の
中
の
人
を
や
。
そ
の
時
、
世
尊
は
往
昔
の
大
悲
願
の
故
に
、
而
も
是
の
念
を
作
し
た
ま
う
。
若
し
我
れ
但
だ
是
の
如
く
の

境
界
に
住
し
な
ば
、
即
ち
諸
の
有
情
は
、
是
れ
を
以
て
益
を
蒙
る
こ
と
能
わ
じ
。

是
の
故
に
自
在
神
力
加
持
三
昧
に
住
し
て
、
普
く
一
切
衆
生
の
為
に
、
種
々
諸
趣
の
所
憙
見
の
身
を
示
し
て
、
種
々
の
所
宜
聞

の
法
を
説
き
、
種
々
の
心
行
に
随
う
て
観
照
の
門
を
開
き
た
ま
う
。
然
も
此
の
応
化

0

0

0

0

は
、
毘
盧
遮
那
の
身
、
或
い
は
語
、
或
い

は
意
よ
り
生
ず
る
に
非
ず
。
―
中
略
―
縁
が
謝
す
れ
ば
則
ち
滅
し
、
機
が
興
れ
ば
則
ち
生
ず
、
即
事
而
真

0

0

0

0

、
終
尽
あ
る
こ
と
無

0

0

0

0

0

0

0

し0

。
故
に
『
神
力
加
持
経
』
と
曰
う
。 

（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
九
巻
、
五
七
九
頁
、
上
～
中
段
）

と
あ
る
こ
と
（
以
下
、
こ
の
文
を
本
稿
で
は
《
神
変
加
持
の
文
》
と
仮
に
称
し
て
お
く
）
に
つ
き
、
こ
こ
に
い
う
〈
応
化
（
身
）〉

に
続
け
て
〈
即
事
而
真
、
終
尽
あ
る
こ
と
無
し
〉
と
説
く
こ
と
に
対
し
、
即
事
而
真
の
「
而
真
」
と
は
何
を
指
し
、
何
を
意
味
す
る

の
か
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
論
義
の
内
容
を
見
て
い
く
と
、
わ
た
し
た
ち
新
義
派
の
学
匠
で
あ
る
頼
瑜
（
一
二
二
六

～
一
三
〇
四
）、
聖
憲
（
一
三
〇
七
～
一
三
九
二
）、
運
敞
（
一
六
一
四
～
一
六
九
三
）
の
三
者
お
い
て
、
そ
の
論
義
の
内
実
は
微
妙

に
相
違
し
て
い
る
。
で
は
そ
の
よ
う
な
相
違
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
生
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
為
、
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こ
れ
ら
三
学
匠
の
「
即
事
而
真
」
の
論
旨
を
順
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

イ
、
頼
瑜

　

先
ず
新
義
真
言
教
学
の
祖
と
い
え
る
頼
瑜
の
『
大
日
経
疏
愚
草
』「
一
八　

即
事
而
真
応
化
事
」
に
は
、

問
う
、
応
化
身
を
明
か
す
と
し
て
、「
即
事
而
真
無
有
終
尽
」
と
文
り
。
云
う
所
の
「
真
」
と
は
、
第
一
の
自
性
身
を
指
す
と

や
為
ん
。
将
た
如
何
。

答
う
、
自
性
身
に
非
ざ
る
な
り
。 

（『
大
日
経
疏
第
一
愚
草
第
一
下
』
三
十
五
丁
右
）

と
し
て
、「
即
事
而
真
」
の
「
而
真
」
と
は
、
自
性
・
受
用
・
変
化
・
等
流
の
四
種
身
中
の
第
一
自
性
身
を
指
す
の
か
、
否
か
を
論

じ
て
お
り
、
問
者
は
《
神
変
加
持
の
文
》
に
「
縁
が
謝
す
れ
ば
則
ち
滅
し
、
機
が
興
れ
ば
則
ち
生
ず
」
等
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

応
化
身
は
随
縁
無
常
の
義
辺
で
あ
っ
て
真
と
は
言
え
ず
、
そ
れ
故
「
而
真
」
と
は
第
一
自
性
身
を
指
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
こ
れ

に
対
し
答
者
は
、
四
種
身
は
法
爾
常
住
と
随
縁
無
常
の
二
義
を
具
え
て
い
る
の
で
、「
而
真
」
と
は
法
爾
常
住
の
義
辺
に
お
け
る
応

化
身
を
指
す
と
の
立
場
を
採
り
、
都
合
、
五
重
に
及
ぶ
問
答
を
以
て
決
択
さ
せ
て
い
る
。

ロ
、
聖
憲

　

次
に
、
頼
瑜
が
提
唱
し
た
加
持
身
説
を
大
成
し
た
と
さ
れ
る
聖
憲
は
、
こ
の
頼
瑜
の
『
大
日
経
疏
愚
草
』「
即
事
而
真
応
化
事
」

を
承
け
て
、
自
著
『
大
疏
百
條
第
三
重
』「
即
事
而
真
」
の
算
題
の
中
で
、
更
に
三
種
の
論
義
を
加
え
四
種
の
異
な
る
論
義
を
以
て
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論
じ
て
い
る
。
そ
れ
ら
四
種
の
論
義
を
順
に
見
て
い
く
な
ら
ば
、

【
第
一
の
論
義
】

問
う
、
疏
の
中
に
応
化
身
を
明
か
す
と
し
て
、「
事
に
即
し
て
而
も
真
な
り
、
終
尽
あ
る
こ
と
無
し
」
と
文
り
。
言
う
所
の
「
真
」

と
は
、
第
一
の
自
性
身
を
指
す
と
や
為
ん
、
将
た
如
何
ぞ
。

答
う
、
自
性
身
に
非
ざ
る
か
（
歟
）。 

（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
九
巻
、
六
一
一
頁
、
中
段
）

　

こ
の
論
義
は
、
頼
瑜
の
「
即
事
而
真
応
化
事
」
と
論
旨
は
同
様
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
頼
瑜
は
五
重
の
問
答
か
ら
な
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
単
に
最
初
の
二
重
の
問
答
だ
け
を
掲
げ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
故
、
聖
憲
の
特
徴
は
【
第
二
の
論
義
】

以
降
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
第
二
の
論
義
】

問
う
、
応
化
身
を
明
か
す
と
し
て
、「
即
事
而
真
」
と
文
り
。
今
此
の
「
而
真
」
と
は
、
加
持
世
界
の
応
化
の
當
体
に
「
而
真
」

の
義
を
論
ず
と
云
う
べ
し
や
（
乎
）。

答
う
、
爾
る
べ
き
な
り
。 

（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
九
巻
、
六
一
二
頁
、
上
段
）

　

こ
の
論
義
は
、
応
化
身
に
自
性
会
の
応
化
身
と
加
持
世
界
の
応
化
身
が
あ
る
中
、『
大
日
経
疏
』
の
《
神
変
加
持
の
文
》
の
中
に

あ
る
〈
応
化
身
〉
は
、
後
者
の
応
化
身
で
あ
る
と
見
て
論
ず
る
も
の
で
、
問
者
は
、
こ
の
応
化
身
は
自
性
身
が
加
持
世
界
に
応
現
し
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た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
「
而
真
」
で
は
な
く
、
こ
の
「
而
真
」
と
は
能
現
の
自
性
身
に
帰
せ
ら
れ
る
と
主
張
す
る
。
こ
れ
に

対
し
て
答
者
は
、
加
持
世
界
の
応
化
身
の
當
体
は
、
そ
の
ま
ま
で
「
而
真
」
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
。

【
第
三
の
論
義
】

問
う
、「
即
事
而
真
無
有
終
尽
」
と
文
り
。
爾
ら
ば
自
性
土
の
応
化
身
の
當
体
に
「
而
真
」
の
義
を
存
す
と
云
う
べ
し
や
（
乎
）。

答
う
、
爾
る
べ
き
な
り
。 

（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
九
巻
、
六
一
二
頁
、
下
段
）

　

こ
の
論
義
は
、
応
化
身
に
自
性
土
（
＝
自
性
会
）
の
応
化
身
と
加
持
世
界
の
応
化
身
が
あ
る
中
、『
大
日
経
疏
』
の
《
神
変
加
持

の
文
》
の
中
に
あ
る
〈
応
化
身
〉
は
、
前
者
の
応
化
身
で
あ
る
と
見
た
上
で
論
ず
る
も
の
で
、
自
性
会
の
応
化
身
の
當
体
に
お
い
て

「
而
真
」
の
義
が
あ
る
と
決
択
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
第
四
の
論
義
】

問
う
、「
即
事
而
真
無
有
終
尽
」
と
文
り
。
今
此
の
「
而
真
」
と
は
、
自
性
会
の
四
身
の
中
、
第
一
の
自
性
身
を
指
す
と
云
う

べ
し
や
（
乎
）。

答
う
、
爾
か
な
り
。 

（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
九
巻
、
六
一
三
頁
、
上
段
）

　

こ
の
論
義
は
、
自
性
会
の
中
の
自
性
身
は
能
現
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
自
性
会
中
と
い
え
ど
も
、
あ
く
ま
で
も
応
化
身
は
所
現

で
あ
る
こ
と
か
ら
真
た
り
え
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
故
「
而
真
」
と
は
、
能
現
の
自
性
身
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
決
択
す
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る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
聖
憲
は
「
即
事
而
真
」
の
算
題
に
つ
い
て
四
つ
の
論
義
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
の
一
端
は
、【
第
一
の
論
義
】
と
【
第
二
の
論
義
】
と
の
間
に
「
新
義
派
と
古
義
派
所
立
の
難
答
の

大
意
を
演
べ
、
後
の
問
題
簡
び
の
基
と
為
す
段
」
な
る
も
の
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
《
神
変
加
持
の
文
》
と
〈
応
化
身
〉
と

の
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

『
大
疏
百
條
第
三
重
』

此
の
論
義
に
就
い
て
、
応
化
を
謂
う
に
二
つ
の
様
有
り
。
一
に
は
加
持
世
界
の
応
化
、
二
に
は
自
性
会
の
応
化
な
り
。
加
持
世

界
の
応
化
の
義
に
付
い
て
、
又
た
二
つ
あ
り
。
一
に
は
応
化
の
當
分
に
「
而
真
」
の
義
を
論
じ
、
二
に
は
第
一
自
性
身
に
帰
し

て
「
而
真
」
の
義
を
論
ず
。
―
中
略
―
自
性
会
の
応
化
に
付
い
て
の
義
の
中
、
當
分
の
義
は
自
証
の
応
化
な
り
。
自
証
位
に
四

身
有
る
べ
き
が
故
に
、
第
一
自
性
身
に
帰
す
と
云
う
は
、
中
台
の
大
日
な
る
べ
し
。
外
三
院
は
中
台
の
所
現
な
る
が
故
に
。

 

（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
九
巻
、
六
一
一
頁
、
中
～
下
段
）

と
述
べ
て
、《
神
変
加
持
の
文
》
に
あ
る
〈
応
化
〉
に
は
、
精
査
す
れ
ば
次
の
四
つ
の
異
な
る
立
場
が
看
取
で
き
る
と
い
う
。
こ
れ

を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、

　

Ａ　

加
持
世
界
の
応
化
身
と
し
て
論
ず
る
。

①
加
持
世
界
の
応
化
身
の
当
体
に
「
而
真
」
の
義
が
有
る
と
主
張
す
る
立
場
。
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②
加
持
世
界
の
応
化
身
の
当
体
に
「
而
真
」
の
義
は
無
く
、「
而
真
」
と
は
第
一
自
性
身
に
帰
せ
ら
れ
る
と
主
張

す
る
立
場
。

　

Ｂ　

自
性
会
の
応
化
身
と
し
て
論
ず
る
。

③
自
性
会
の
応
化
身
の
当
体
に
「
而
真
」
の
義
が
有
る
と
主
張
す
る
立
場
。

④
自
性
会
の
応
化
身
の
当
体
に
「
而
真
」
の
義
は
無
く
、「
而
真
」
と
は
第
一
自
性
身
た
る
中
台
大
日
に
帰
せ
ら

れ
る
と
主
張
す
る
立
場
。

と
な
り
、
聖
憲
は
《
神
変
加
持
の
文
》
に
対
し
て
、
こ
れ
は
加
持
世
界
の
こ
と
を
説
示
し
た
と
す
る
も
の
と
、
ま
た
は
自
性
会
の
こ

と
を
説
示
し
た
と
す
る
も
の
と
の
両
説
が
あ
る
と
し
、
そ
の
上
で
応
化
身
の
当
体
に
「
而
真
」
の
義
が
有
る
の
か
、
否
か
を
、
ま
た

は
、「
而
真
」
は
四
種
身
中
の
第
一
自
性
身
に
帰
せ
ら
れ
る
の
か
、
否
か
を
論
ず
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
Ａ
①
・
Ａ
②
・
Ｂ
③
・

Ｂ
④
と
い
う
四
つ
の
異
な
る
立
場
に
類
型
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
先
に
示
し
た
聖
憲
の
第
一
か
ら
第
四
の
論
義
と
、
こ
の
四
つ
の
異
な
る
立
場
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
る
の
か
と

い
う
と
、
順
序
が
逆
と
な
る
が
、
ま
ず
【
第
二
の
論
義
】
か
ら
見
て
い
く
な
ら
ば
、
こ
れ
は
類
型
の
Ａ
に
お
い
て
論
ず
る
も
の
で
、

問
者
は
Ａ
②
に
立
っ
て
論
難
し
、
答
者
は
Ａ
①
に
立
っ
て
決
択
す
る
も
の
で
あ
る
。【
第
三
の
論
義
】
は
、
類
型
の
Ｂ
に
お
い
て
論

ず
る
も
の
で
、
問
者
は
Ｂ
④
に
立
っ
て
論
難
し
、
答
者
は
Ｂ
③
に
立
っ
て
決
択
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
の
【
第
四
の
論
義
】
も
類

型
の
Ｂ
に
お
い
て
論
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、【
第
三
の
論
義
】
と
は
反
対
に
、
問
者
は
Ｂ
③
の
立
場
か
ら
論
難
し
、
答
者
は
Ｂ
④
に

立
っ
て
決
択
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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で
は
最
後
に
【
第
一
の
論
義
】
は
と
い
う
と
、
問
者
は
Ａ
②
、
す
な
わ
ち
古
義
派
の
本
地
身
説
の
立
場
か
ら
論
難
す
る
の
で
あ
る

が
、
答
者
は
そ
れ
を
論
破
す
る
こ
と
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
自
性
会
に
応
化
身
（
＝
自
性
身
上
の
加
持
身
）
が
存
在
す
る
こ
と
を
証

明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
頼
瑜
に
と
っ
て
、「
即
事
而
真
応
化
事
」
の
算
題
を
論
ず
る
目
的
は
、
そ
れ
ま
で
自
明
で
は
な
か

っ
た
自
性
会
の
応
化
身
、
い
わ
ゆ
る
自
性
身
上
の
加
持
身
な
る
も
の
の
存
在
を
証
明
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、

そ
れ
故
、
こ
の
論
義
は
聖
憲
の
提
唱
し
た
類
型
に
、
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。

　

ま
た
聖
憲
は
、

『
大
疏
百
條
第
三
重
』

上
の
両
義
（
Ａ
加
持
世
界
と
Ｂ
自
性
会
の
応
化
身
）
の
中
、
加
持
世
界
の
応
化
の
義
は
自
証
説
の
義
な
り
。
彼
の
義
は
今
文
は

加
持
世
界
の
釈
文
と
見
る
が
故
に
、
自
性
会
の
応
化
の
義
は
加
持
説
の
義
な
り
。
今
の
文
（《
神
変
加
持
の
文
》）
は
、
自
性
会

の
説
文
と
見
る
が
故
に
。 

（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
九
巻
、
六
一
一
頁
、
下
段
）

 

＊
文
中
の
（　

）
は
筆
者
に
よ
る
。

と
し
て
、『
大
日
経
疏
』
の
《
神
変
加
持
の
文
》
に
対
し
て
、
Ａ
加
持
世
界
の
釈
文
と
理
解
す
る
立
場
は
、
古
義
派
の
自
証
説
（
＝

本
地
身
説
）
及
び
顕
教
が
立
脚
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
Ｂ
自
性
会
の
釈
文
と
理
解
す
る
立
場
は
、
新
義
派
の
加
持
身

説
が
立
脚
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、「
即
事
而
真
」
の
算
題
に
四
つ
異
な
る
論
義
を
提
示
し
た
聖
憲
の
本
意
と
す
る
と
こ
ろ
は
、【
第
一
の
論
義
】
は
、
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古
義
派
の
本
地
身
説
に
対
峙
す
る
新
義
派
の
加
持
身
説
を
論
証
と
い
う
目
的
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
の
論
証
の
過
程
で
《
神

変
加
持
の
文
》
は
自
性
会
の
説
文
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
聖
憲
は
、《
神
変
加
持
の
文
》

に
い
う
〈
応
化
身
〉
は
、
必
然
的
に
自
性
会
上
の
応
化
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
故
、
自
性
会
の
応
化
身
に
「
而
真
」
の
義
が
有

る
か
、
否
か
、
す
な
わ
ち
、
Ｂ
③
な
の
か
Ｂ
④
な
の
か
を
論
ず
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、【
第
三
の
論
義
】
と
【
第
四
の
論
義
】
を
編

ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
【
第
二
の
論
義
】
に
つ
い
て
、
聖
憲
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
聖
憲
は
【
第
二
の
論
義
】
の
中
で
、

次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

『
大
疏
百
條
第
三
重
』

答
う
、
凡
そ
即
事
而
真
と
は
、
自
宗
の
先
達
は
直
約
諸
法
に
同
う
し
て
其
の
義
を
得
と
見
え
た
り
。
若
し
當
体
に
於
て
論
ぜ
ざ

れ
ば
、
諸
教
の
摂
相
帰
性
の
義
に
同
ず
べ
し
。
一
宗
規
模
の
法
門
に
非
ざ
る
か
（
歟
）。
凡
そ
自
宗
の
意
は
、
法
法
悉
く
曼
荼

の
荘
厳
、
塵
塵
併
び
に
法
然
の
具
徳
な
り
。
況
ん
や
仏
身
に
於
て
、
豈
に
當
体
に
而
真
の
義
を
存
せ
ざ
ら
ん
や
（
乎
）。

 

（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
九
巻
、
六
一
二
頁
、
上
段
）

と
し
て
、
真
言
密
教
で
は
、「
直
約
諸
法
」
す
な
わ
ち
直
ち
に
事
（
諸
法
）
は
そ
の
ま
ま
で
真
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
宗
是
で
あ
り
、

そ
れ
故
、
即
事
而
真
の
「
事
」
と
は
加
持
世
界
の
「
事
」
で
あ
り
、
ま
た
応
化
の
當
体
の
こ
と
を
指
す
の
で
、
こ
の
応
化
の
當
体
に

お
い
て
「
而
真
」
を
論
じ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、「
而
真
」
と
は
第
一
自
性
身
の
こ
と
を
指
す
と
い
う
Ａ
②
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
れ

は
顕
教
に
い
う
、
事
（
＝
一
切
諸
法
）
を
摂
し
て
法
界
に
帰
入
す
る
と
い
う
「
摂
相
帰
性
」
の
義
と
同
じ
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
。
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そ
れ
故
、
加
持
世
界
の
応
化
身
の
當
体
に
「
而
真
」
の
義
が
有
る
と
す
る
Ａ
①
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
聖
憲
は
主
張
す
る
の
で

あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
ま
た
、【
第
二
の
論
義
】
の
中
に
、

『
大
疏
百
條
第
三
重
』

応
化
の
當
体
に
就
い
て
、
実
に
而
真
と
見
入
る
の
時
は
、
自
性
会
の
応
化
身
と
成
る
な
り
。
真
妄
和
合
は
加
持
世
界
の
身
に
し

て
、
妄
を
忘
じ
て
真
と
見
れ
ば
、
即
ち
自
性
土
の
応
化
法
身
な
る
が
故
な
り
。

 

（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
九
巻
、
六
一
二
頁
、
下
段
）

と
続
け
て
、
応
化
の
當
体
が
「
而
真
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
応
化
身
は
自
性
会
の
応
化
身
で
あ
る
と
い
い
、
そ
れ
は
真
と
妄
と
が

和
合
し
て
い
る
加
持
世
界
の
応
化
身
と
雖
も
、
妄
を
亡
く
せ
ば
、
そ
れ
は
自
性
会
の
応
化
身
に
他
な
ら
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
聖
憲
は
、
確
か
に
【
第
一
の
論
義
】
を
踏
ま
え
て
【
第
三
の
論
義
】
と
【
第
四
の
論
義
】
を
編
ん
だ

の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
論
義
に
お
い
て
、
難
答
が
相
反
し
て
い
る
こ
と
の
理
由
の
一
つ
が
、
自
性
会
に
お
け
る
応
化
身
と
第
一

自
性
身
（
＝
本
地
無
相
法
身
）
と
が
無
二
無
別
で
あ
る
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
基
礎
と
な
っ
た
の
が
【
第

二
の
論
義
】
で
あ
り
、
そ
れ
は
《
神
変
加
持
の
文
》
を
加
持
世
界
の
文
と
も
、
自
性
会
の
文
と
も
、
二
重
に
理
解
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
こ
と
が
、
深
く
関
係
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
次
に
、
い
わ
ゆ
る
加
持
身
説
を
提
唱
し
た
頼
瑜
は
、《
神
変
加
持
の
文
》
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
を
確
認
し

て
い
く
こ
と
す
る
。
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二
、《
神
変
加
持
の
文
》
に
対
す
る
頼
瑜
の
理
解

　

頼
瑜
の
主
著
で
あ
る
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
に
、

問
う
、
今
経
は
自
受
法
楽
の
説
な
り
、
実
行
は
聞
く
こ
と
を
隔
つ
。
故
に
大
師
に
云
く
、「
自
性
受
用
仏
は
自
受
法
楽
の
故
に

与
に
自
眷
属
と
各
の
三
密
門
を
説
き
た
も
う（
１
）」
と
文
り
。
然
る
に
今
の
経
疏
の
文
は
、
自
証
三
菩
提
を
知
ら
ざ
る
の
実
行
の
菩

薩
の
為
に
、
而
も
方
便
に
住
し
て
説
法
す
と
見
え
た
り
。
就
中
、
疏
に
「
種
種
方
便
」
等
の
文
を
釈
し
て
云
く
、「
即
ち
是
れ

一
切
智
心
の
無
尽
荘
厳
の
跡
を
領
解
す
る
な
り（
２
）」
と
文
り
。「
無
尽
荘
厳
蔵（
３
）」
の
文
に
准
ぜ
ば
、
方
便
説
法
を
以
て
瑞
相
加
持

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
為
す
に
非
ず
や

0

0

0

0

0

0

0

（
乎0

）。

答
う
、「
無
尽
荘
厳
の
跡
」、
上
文
に
依
る
と
雖
も
、
其
の
意
、
異
な
れ
り
〈
矣
〉。
隨
義
転
用
は
聖
教
の
常
習
な
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
歟0

）。

所
以
に
自
性
身
に
本
地
と
加
持
の
二
義
有
り
。
加
持
身
自
受
法
楽
の
説
を
以
て
而
も
本
地
無
相
の
自
証
を
領
解
す
る
な
り
。

 

（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
九
巻
、
五
七
六
頁
、
下
段
）

と
述
べ
て
、
頼
瑜
は
、『
大
日
経
疏
』
の
《
神
変
加
持
の
文
》
は
、
本
地
無
相
の
法
身
が
加
持
に
住
し
て
説
法
す
る
儀
式
は
、
加
持

世
界
の
顕
教
の
教
主
な
ど
で
は
な
く
、
自
性
会
の
加
持
身
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
と
し
、
自
性
会
に
本
地
身
と
加
持
身
の
二
身
を
見

て
取
る
の
で
あ
る
。
た
だ
一
方
で
、
確
か
に
自
性
法
身
が
加
持
に
住
す
る
瑞
相
加
持
の
説
法
の
儀
式
と
、
自
性
会
に
本
地
身
と
加
持

身
と
の
二
身
を
見
る
こ
と
と
は
、
そ
の
説
法
の
構
造
は
同
じ
も
の
と
も
い
え
、
そ
れ
故
、
頼
瑜
は
「
隨
義
転
用
は
聖
教
の
常
習
な
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か0

（
歟0

）」
と
し
て
、
そ
の
類
似
性
を
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
本
質
と
す
る
も
の
は
異
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
《
神
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変
加
持
の
文
》
を
瑞
相
の
説
法
の
儀
式
と
理
解
す
れ
ば
、
顕
教
と
密
教
と
の
相
違
と
し
て
論
ず
る
、
い
わ
ゆ
る
顕
密
対
弁
門
と
な
り
、

《
神
変
加
持
の
文
》
を
自
性
会
に
お
け
る
説
法
の
儀
式
と
理
解
す
れ
ば
、
古
義
派
と
新
義
派
と
の
相
違
と
し
て
論
ず
る
細
論
門
と
な
る
。

そ
し
て
後
者
に
よ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
本
地
無
相
の
自
証
の
境
地
を
領
解
で
き
る
と
い
い
、
こ
の
こ
と
は
逆
に
、
前
者
で
は
本
地
無

相
の
境
地
を
領
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
二
門
の
差
異
は
、
前
者
は
教
主

義
に
お
け
る
古
義
派
、
後
者
は
新
義
派
の
立
場
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
こ
で
今
一
度
、《
神
変
加
持
の
文
》
に
お
け
る
「
応
化
」
と
「
即
事
而
真
」
に
対
す
る
頼
瑜
の
解
釈
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、

『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』

今
経
は
神
力
加
持
の
所
説
に
し
て
、
本
地
自
証
の
説
に
非
ざ
る
な
り
。
加
持
三
昧
、
若
し
加
持
世
界
の
事
な
ら
ば
、
自
証
位
に

言
語
無
し
、
今
経
の
説
会
は
何
處
か
（
乎
）。
但
し
今
の
釈
文
、
瑞
相
の
文
と
同
な
ら
ば
、
瑞
相
土
の
教
主
は
他
受
用
已
下
の

三
身
な
り
。
彼
れ
即
ち
自
性
の
座
席
の
聴
衆
な
る
が
故
に
、
其
の
文
、
同
じ
こ
と
何
の
失
ぞ
。
又
た
「
即
事
而
真
無
有
終
尽
」

と
云
う
。
自
性
所
成
の
眷
属
の
旨
を
顕
す
な
り
。 

（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
九
巻
、
五
八
〇
頁
、
上
段
）

と
述
べ
て
、『
大
日
経
』
は
加
持
三
昧
に
住
す
る
神
変
加
持
の
位
に
て
、
法
身
大
日
如
来
が
正
し
く
説
法
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
自

性
会
の
加
持
身
が
説
法
す
る
も
の
で
あ
り
、
も
し
こ
の
位
が
加
持
世
界
の
こ
と
と
す
る
な
ら
ば
、
自
証
三
菩
提
の
位
（
＝
自
性
会
）

に
は
言
語
無
く
、
法
身
の
説
会
が
無
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
《
神
変
加
持
の
文
》
が
顕
教
お
け
る
説
法
の
儀
式
で
あ
る
瑞

相
の
儀
（
＝
加
持
世
界
の
説
法
の
儀
式
）
の
文
相
を
同
じ
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
飜
っ
て
、
自
性
会
の
中
に
本
地
身
だ
け
で

な
く
、
加
持
身
が
存
在
す
る
こ
と
を
逆
に
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
《
神
変
加
持
の
文
》
の
応
化
は
自
性
会
に
属
す
る
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も
の
と
な
り
、
そ
れ
故
、
こ
の
応
化
は
「
而
真
」
た
り
え
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
も
明
確
に
頼
瑜
は
、「
即
事
而
真
応
化
事
」
の
算
題
は
、《
神
変
加
持
の
文
》
の
応
化
は
加
持
世
界
の
応
化
で
あ
る
か
ら
、

「
而
真
」
は
自
性
会
に
帰
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
問
者
の
Ａ
②
、
す
な
わ
ち
古
義
派
の
主
張
を
論
破
し
、
頼
瑜
が
提
唱
す
る
自

性
身
上
の
加
持
身
な
る
も
の
の
存
在
を
証
明
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
頼
瑜
は
続
け
て
、

『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』

「
然
此
応
化
非
従
毘
盧
遮
那
」
等
と
は
、
経
の
下
文
に
云
く
、「
毘
盧
遮
那
仏
の
身
、
或
は
語
、
或
は
意
よ
り
生
ず
る
に
非
ず
。

一
切
時
處
に
起
滅
辺
際
不
可
得
な
り
。
而
も
毘
遮
那
の
一
切
の
身
業
、
一
切
の
語
業
、
一
切
の
意
業
、
一
切
處
一
切
時
に
、
有

情
界
に
於
て
真
言
道
句
の
法
を
宣
説
し
た
ま
え
り（
４
）」

と
文
り
。
今
の
釈
、
此
の
文
に
依
っ
て
而
し
て
今
経
の
会
座
の
第
三
重
の

変
化
身
と
無
相
法
身
と
無
二
無
別
の
義
と
釈
す
な
り
。 

（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
九
巻
、
五
八
〇
頁
、
上
～
中
段
）

と
も
述
べ
て
、『
大
日
経
』
の
説
法
の
会
座
で
あ
る
自
性
会
の
「
第
三
重
の
変
化
身
」
す
な
わ
ち
《
神
変
加
持
の
文
》
の
中
の
〈
応
化
〉

と
、
中
台
に
坐
す
第
一
自
性
身
で
あ
る
「
無
相
法
身
」
と
は
無
二
無
別
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
頼
瑜
は
自
性

会
の
応
化
身
（
＝
自
性
身
上
の
加
持
身
）
と
本
地
法
身
で
あ
る
無
相
法
身
と
が
無
二
無
別
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か

し
頼
瑜
は
、
加
持
世
界
の
応
化
身
と
無
相
法
身
と
が
無
二
無
別
で
あ
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
頼
瑜
が
、

《
神
変
加
持
の
文
》
を
あ
く
ま
で
も
自
性
会
の
文
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
対
し
て
聖
憲
が
、
加
持
世
界
と
も
、

自
性
会
と
も
、
二
重
に
理
解
す
る
こ
と
と
相
違
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
先
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
頼
瑜
の
「
即
事
而
真
応
化
事
」
は
、
古
義
と
新
義
と
の
相
違
、
す
な
わ
ち
古
義
は
《
神

変
加
持
の
文
》
を
加
持
世
界
の
文
と
見
、
頼
瑜
は
自
性
会
の
文
と
し
て
だ
け
に
見
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

三
、
運
敞
の
見
解

　

さ
て
次
に
、
運
敞
に
お
け
る
「
即
事
而
真
」
の
算
題
に
対
す
る
見
解
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
運
敞
の
『
大
疏
啓
蒙
』

の
「
即
事
而
真
」
に
、

【
第
二
の
論
義
】
に
対
し
て
は
、

此
れ
よ
り
已
下
は
、
加
持
世
界
の
応
化
の
論
な
り
。
今
は
此
の
義
を
用
う
。

 

（『
智
山
全
書
』
第
一
巻
、
九
五
頁
、
上
段
）

【
第
三
の
論
義
】
に
対
し
て
は
、

已
下
は
、
自
性
会
の
応
化
の
當
体
、
而
真
の
義
な
り
。〈
今
の
所
用
に
非
ず
〉。

 

（『
智
山
全
書
』
第
一
巻
、
一
〇
〇
頁
、
上
段
）

【
第
四
の
論
義
】
に
対
し
て
は
、

已
下
は
、
自
性
会
の
応
化
の
而
真
、
第
一
の
自
性
身
に
帰
す
る
義
な
り
。
今
、
用
う
る
義
に
非
ず
。

 
（『
智
山
全
書
』
第
一
巻
、
一
〇
〇
頁
、
下
段
）
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と
、
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
て
、
運
敞
は
、
聖
憲
が
示
し
た
四
種
の
論
義
の
中
で
、
現
今
、【
第
二
の
論
義
】
を
用
い
て
い
る
と
い
う
。
そ

の
理
由
に
つ
い
て
は
『
大
疏
啓
蒙
』
に
、

凡
そ
此
の
論
議
、
古
来
、
多
義
有
り
。
大
い
に
二
義
に
分
つ
。
一
に
は
自
性
会
の
応
化
に
就
い
て
論
ず
る
義
、
二
に
は
加
持
世

界
の
応
化
に
就
い
て
論
ず
る
義
な
り
。
自
性
会
に
は
縁
捨
機
興
の
義
無
し
。
加
持
世
界
に
は
機
縁
の
興
謝
有
り
。
又
た
且
く
即

事
而
真
の
法
門
は
、
独
り
仏
身
の
み
に
あ
ら
ず
。
一
切
の
事
法
、
皆
な
即
事
而
真
の
義
有
り
。
故
に
自
宗
の
肝
要
と
為
す
。
問

題
の
応
化
は
自
性
会
を
明
か
す
と
雖
も（
５
）、
而
る
に
実
に
は
自
性
会
と
加
持
世
界
と
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
二
處
二
身
に
非
ず

0

0

0

0

0

0

0

。
故
に
加
持
世
界
の

応
化
と
為
る
に
、
復
た
妨
げ
無
し
〈
矣
〉。
此
の
義
は
自
証
加
持
を
論
ぜ
ざ
る
中
に
、
且
く
加
持
説
の
義
に
同
ず
る
な
り
。
近

来
専
ら
加
持
世
界
の
応
化
と
為
る
義
を
用
う
る
な
り
。 

（『
智
山
全
書
』
第
一
巻
、
九
一
頁
、
上
段
）

と
述
べ
て
、「
即
事
而
真
」
の
論
義
は
、〈
応
化
身
〉
を
自
性
会
の
も
の
と
見
る
の
か
、
加
持
世
界
の
も
の
と
見
る
の
か
、
の
二
義
あ

る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
ま
た
即
事
而
真
の
法
門
は
、
た
だ
仏
身
に
限
る
も
の
で
は
な
く
、「
事
」
と
は
加
持
世
界
の
諸
法
を
含
ん

で
論
義
す
べ
き
こ
と
が
真
言
密
教
の
特
徴
で
あ
る
と
し
、
聖
憲
と
同
様
な
理
解
を
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
論
義
の
核
と
な
る

こ
と
は
、
確
か
に
《
神
変
加
持
の
文
》
を
自
性
会
と
理
解
す
る
の
が
新
義
派
の
基
本
と
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
運
敞
は
さ
ら
に

一
歩
踏
み
込
ん
で
、「
実
に
は
自
性
会
と
加
持
世
界
と
は
、
二
處
二
身
に
非
ず
」
と
述
べ
て
、
自
性
会
と
加
持
世
界
と
は
一
處
で
あ
り
、

そ
こ
に
い
る
仏
身
も
ま
た
一
身
で
あ
る
と
、
す
な
わ
ち
無
二
無
別
で
あ
る
と
言
い
切
っ
て
い
る
こ
と
が
、
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
こ

の
運
敞
の
主
張
は
、
聖
憲
の
四
つ
の
論
義
に
対
す
れ
ば
、【
第
一
の
論
義
】
に
よ
っ
て
《
神
変
加
持
の
文
》
を
自
性
会
と
理
解
し
、
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そ
の
上
で
、
改
め
て
【
第
三
の
論
義
】
と
【
第
四
の
論
義
】
は
、
自
性
会
に
お
け
る
〈
応
化
身
〉
に
つ
い
て
「
而
真
」
の
義
が
有
る

か
、
無
い
の
か
を
論
じ
た
も
の
と
理
解
し
、
こ
の
変
遷
を
経
て
、
自
性
会
と
加
持
世
界
と
は
無
二
無
別
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
論
ず

る
【
第
二
の
論
義
】
に
帰
結
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
無
二
無
別
の
義
を
運
敞
が
つ
づ
け
て
、

『
大
疏
啓
蒙
』

問
う
、
自
性
会
と
加
持
世
界
の
二
身
に
非
ず
と
は
、
古
来
の
義
に
違
す
。
其
の
道
理
如
何
。

答
う
、
古
来
、
此
の
義
有
り
。
毘
盧
遮
那
、
自
証
の
境
界
を
起
っ
て
、
加
持
門
に
赴
く
と
き
、
無
尽
の
三
密
を
奮
迅
示
現
し
た

ま
う
。
是
を
瑞
相
と
為
す
。
即
ち
是
れ
四
重
曼
荼
羅
の
流
現
と
無
二
無
別
な
り
。
自
性
会
に
在
り
て
は
、
則
ち
四
重
曼
荼
羅
の

聖
衆
と
為
す
。
而
ど
も
迷
機
は
、
自
性
会
に
及
ば
ず
。
迷
機
の
所
見
を
加
持
世
界
の
三
身
と
為
す
。
常
途
の
所
説
に
准
じ
て
、

或
い
は
「
隨
染
業
幻
」
と
為
す
。
若
し
一
家
の
意
に
依
て
は
、
毘
盧
法
身（
６
）の
奮
迅
示
現
し
た
ま
う
三
密
の
応
用
な
り
。
自
性
会

0

0

0

と
加
持
世
界
と
分
つ
と
雖
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
実
に
は
別
身
に
非
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

。
故
に
「
隨
染
業
幻
」
に
非
ず
。『
経
疏
』
の
説
相
、
自
性
会
流
現
の
外

に
別
に
加
持
世
界
の
三
身
を
説
か
ず
。
迷
悟
の
見
に
約
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

、
謂
い
て
二
重
と
為
す

0

0

0

0

0

0

0

0

。
密
厳
尊
者
の
釈（
７
）に

、「
密
蔵
を
弘
め
ん

が
為
に
暫
く
第
三
重
に
現
じ
、
顕
機
を
済
ん
と
欲
し
て
、
権
に
百
億
部
を
説
く
」
と
文
り
。
又
た
毘
盧
遮
那
の
所
照
の
境
界
、

自
性
会
の
外
に
豈
に
別
に
加
持
世
界
と
い
う
者
有
る
べ
け
ん
や
。
審
か
ん
じ
て
之
れ
を
思
え
。

 

（『
智
山
全
書
』
第
一
巻
、
九
一
頁
、
上
段
）

と
述
べ
、
本
地
法
身
で
あ
る
大
日
如
来
が
神
変
加
持
に
住
し
て
三
密
を
説
く
儀
式
、
ま
た
は
《
神
変
加
持
の
文
》
と
、
曼
荼
羅
の
中
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台
に
坐
す
大
日
が
二
重
、
三
重
へ
と
、
外
に
向
っ
て
流
現
す
る
次
第
と
は
、
無
二
無
別
で
あ
り
、
実
に
は
す
べ
て
自
性
会
の
境
界
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
未
悟
の
衆
生
の
立
場
で
は
、
加
持
世
界
と
自
性
会
と
は
別
に
し
て
、
二
重
と
見
え
て
い
る
と
し
、
仏
辺
で
は
一

切
は
無
二
無
別
な
る
自
性
会
、
衆
生
辺
で
は
加
持
世
界
と
自
性
会
の
二
重
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

四
、
三
者
の
見
解
の
相
違
を
め
ぐ
っ
て

　

以
上
、
頼
瑜
、
聖
憲
、
そ
し
て
運
敞
と
「
即
事
而
真
」
の
算
題
に
対
す
る
新
義
真
言
の
学
匠
の
見
解
に
は
相
違
が
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、《
神
変
加
持
の
文
》
に
お
け
る
「
応
化
」
と
「
即
事
而
真
」
に
対
す
る
解
釈
の
中
で
、「
即
事
而
真
応
化
事
」

と
同
趣
旨
の
【
第
一
の
論
義
】
に
立
つ
頼
瑜
は
、
自
証
説
の
古
義
派
と
加
持
身
説
の
新
義
派
（
こ
こ
で
は
頼
瑜
を
指
す
）
と
の
間
で

の
問
題
で
あ
る
と
見
る
、
換
言
す
れ
ば
、《
神
変
加
持
の
文
》
を
加
持
世
界
の
文
と
見
る
古
義
派
と
、
自
性
会
と
見
る
新
義
派
の
頼

瑜
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
ま
た
そ
こ
に
は
、
自
性
会
に
お
け
る
応
化
身
（
＝
自
性
身
上
の
加
持
身
）
と
本
地
法
身
で
あ
る
無
相
法
身

と
が
無
二
無
別
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

　

そ
し
て
こ
の
【
第
一
の
論
義
】
を
承
け
た
聖
憲
は
、
自
性
会
の
中
の
応
化
身
と
本
地
無
相
法
身
と
の
関
係
を
論
ず
る
【
第
三
の
論

義
】【
第
四
の
論
義
】
へ
と
展
開
さ
せ
て
、
こ
の
二
つ
の
論
義
の
中
で
、
改
め
て
自
性
会
に
お
け
る
応
化
身
（
＝
自
性
身
上
の
加
持
身
）

と
第
一
自
性
身
（
＝
本
地
無
相
法
身
）
と
の
両
者
は
無
二
無
別
で
あ
る
と
し
、
ま
た
頼
瑜
か
ら
一
歩
進
め
て
、《
神
変
加
持
の
文
》
は
、

加
持
世
界
こ
と
を
表
し
た
文
で
あ
り
、
且
つ
、
自
性
会
の
こ
と
を
表
し
た
文
で
あ
る
と
も
、
二
重
に
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

と
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
頼
瑜
か
ら
聖
憲
へ
展
開
し
た
「
即
事
而
真
」
の
算
題
を
め
ぐ
る
議
論
は
運
敞
へ
と
至
る
。
そ
の
中
で
運
敞
は
、

聖
憲
が
提
示
し
た
【
第
二
の
論
義
】
だ
け
を
選
び
取
り
、
そ
の
中
で
、
自
性
会
と
加
持
世
界
と
は
無
二
無
別
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
当
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然
、
自
性
会
の
仏
身
と
加
持
世
界
の
仏
心
も
無
二
無
別
で
あ
る
と
言
い
切
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
一
言
で
い
う
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
新
義
派
の
三
学
匠
の
相
違
点
、
展
開
は
、
各
学
匠
に
お
い
て
新
義
派
の
伝
統

で
あ
る
加
持
身
説
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
証
明
す
る
か
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、「
即
事
而
真
」
な
る
算
題
を
め
ぐ
っ
て
、
新
義
教
学
の
三
学
匠
、
頼
瑜
、
聖
憲
、
運
敞
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
概
観
し
て
き

た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
見
え
て
き
た
の
は
、
新
義
真
言
の
根
幹
、
伝
統
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
、
頼
瑜
の
提
唱
し
た
加
持
身
説

に
対
し
、
聖
憲
や
運
敞
は
た
だ
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
後
世
へ
と
伝
え
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
さ
ら
に
深
く
理
解
し
て
い
こ
う

と
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
先
学
の
成
果
を
基
に
し
て
、
さ
ら
に
新
た
な
解
釈
を
構
築
し
て
い
こ
う
と
す
る
教
学
、
教
相
に

対
す
る
真
摯
な
営
み
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
最
後
に
、
頼
豪
が
根
来
寺
の
学
道
衆
の
様
子
を
記
し
た
『
束
草
集
』「
報
恩
講
衆
進
貫
首
申
状
」
の
文
を
示
し
て
、
稿
を

終
え
る
こ
と
し
た
い
。
そ
れ
は
、

凡
そ
当
寺
に
於
い
て
学
道
衆
は
、
労
功
他
に
異
ん
ず
も
の
な
り
。
其
の
故
は
毎
年
二
季
の
百
日
大
会
、
春
秋
時
に
は
正
し
く
菩

提
心
院
の
談
義
、
毎
月
十
六
日
御
屋
社
の
問
答
講
、
十
一
月
中
十
二
ヵ
日
鎮
守
講
、
同
月
下
院
の
八
講
、
同
月
本
願
上
人
の
報

恩
問
答
講
、
同
報
恩
円
明
寺
論
匠
、
同
報
恩
十
二
月
○
一
七
ヵ
日
菩
提
院
報
恩
講
、
同
十
六
日
神
宮
寺
の
竪
義
、
こ
の
外
、
臨

時
の
請
雨
征
伐
等
、
祈
請
報
賽
の
講
論
、
悉
く
之
れ
を
勤
仕
す
。
―
中
略
―
康
永
三
年
十
月
日
。

 

（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
一
巻
、
一
四
九
頁
、
下
～
上
段
）
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と
い
う
も
の
で
、
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
頃
の
根
来
寺
で
は
、
他
の
寺
院
と
比
較
し
て
そ
の
様
子
は
大
い

に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
一
年
中
、
二
度
の
百
日
大
会
を
初
め
と
し
て
、
談
義
や
問
答
講
、
そ
し
て
報
恩
講
論
義

な
ど
の
論
義
、
講
論
を
常
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
根
来
寺
の
学
僧
に
よ
る
教
学
、
教
相
に
対
す
る
真
摯
な
営

み
は
、
ま
さ
に
教
学
、
教
相
に
お
け
る
実
践
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
新
義
真
言
宗
に
お
け
る
伝
統
の
一
つ
で
あ
る

と
言
い
得
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、
私
は
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

註（
１
）『
弁
顕
密
二
教
論
』
の
文
。（『
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
輯
、
四
七
四
頁
）

（
２
）『
大
日
経
疏
』
の
文
。（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
九
巻
、
六
一
〇
頁
、

上
段
）

（
３
）『
大
日
経
』
の
「
毘
盧
遮
那
如
来
の
加
持
の
故
に
、
身
無
尽
荘
厳
蔵

を
奮
迅
示
現
し
た
も
う
。
是
の
如
く
語
意
平
等
の
無
尽
荘
厳
蔵
を
奮

迅
示
現
し
た
も
う
」
と
あ
る
説
法
の
瑞
相
の
文
の
こ
と
。（『
大
正
新

脩
大
蔵
経
』
第
一
八
巻
、
一
頁
、
上
段
）

（
４
）『
大
日
経
』
の
文
。（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
八
巻
、
一
頁
、
上
段
）

（
５
）「
自
性
会
を
明
か
す
と
雖
も
」
傍
注
に
「
加
持
説
の
義
」
と
あ
る
。

（
６
）「
毘
盧
法
身
」
傍
注
に
「
瑞
相
の
三
身
」
と
あ
る
。

（
７
）「
密
厳
尊
者
の
釈
」
傍
注
に
「
舍
利
供
養
式
」
と
あ
る
。（『
興
教
大

師
全
集
』
一
二
八
五
頁
）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　

無
二
無
別　

自
性
会　

加
持
世
界　

応
化
身　

伝
統


